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●点 鐘 
●ロータリーソング     奉仕の理想 
●高山中央ロータリークラブ職業倫理基準 
●ビジター・ゲストの紹介 
岐阜南ロータリークラブ 佐藤 友弘 様 
●会長の時間     会長 都竹 太志 
皆さん、こんにちは。本日も例

会にご出席いただき、ありがと

うございます。 

さて、皆さんの会社では朝礼を

行いますか？弊社は 3 月まで

親会社のやり方に沿って行っ

ておりましたが、新生飛高運送

となり、どの様なやり方が良い

のか模索しながら朝礼を行っています。 

現在の朝礼では、 

1. その日のスケジュールや連絡事項の共有、 

2. 企業理念の唱和、 

3. 全員での挨拶、 

4. ある冊子をその日の当番が読み、それにつ

いて日々1分間以上、批評し、更に私がコメントを

言う、という流れで行っています。 

この冊子には毎日「今日の心掛け」という一文が載

っており、ある日の内容が「お客様の思い ～最善

を尽くしましょう～」というものでした。カスタマ

ーフアーストに関する話で、ごく当たり前のよう

に思えるこの内容でしたが、改めて読むと、いくつ

かの思いが去来しました。 

「コンプライアンス」や「ハラスメント」という２

つの言葉です。今日では非常に身近な存在となり、

企業でも行政でもあらゆる所で耳にします。しか

し、最近、この言葉に、どこか違和感を覚えるよう

になってきました。本来であれば、これらは職場に

おける人権や倫理、そして健全な関係性を守るた

めに重要な概念です。しかし、近年、言葉だけが独

り歩きし、本来、あるべき言葉の意味や目的が間違

って捉えられていると感じる場面が少なくありま

せん。 

特に以前の親会社では、コンプラ委員会、パワハラ

委員会等々を設け、何もないのに、「コンプライア

ンス違反になるからやめておこう」「ハラスメント

に思われたら困るから謝っておこう」といった、自

分達の身を守る、あるいは逃れる事だけが目的と

なっており、表面的な対応が先行し、本来あるべき

“人としての思いやり”や“誠実さ”がなおざり

になっていると感じることが多くありました。そ

れでは、倫理でも誠実さでも何でもありません。 

もちろん、悪意のある言動を見過ごすべきではあ

りません。しかし、最近では「ハラスメントと指摘

されそうだから謝る」「マニュアルに書いてあるか

ら守る」という、“恐れ”や“義務感”からの対応

が目立つようにも思えます。これは果たして、相手

を思いやる心に基づいた行動と言えるでしょうか。 

本当の意味でのコンプライアンス、そしてハラス

メントの防止とは、 

・常に相手の立場に立って考えること、 

・自分の言動が誰かを傷つけていないかを振り返

ること、 

・そして皆が安心して働ける環境を築こうとする

こと、 

このような内面的な姿勢があってこそ、意味を成

すのだと思います。 

大切なのは「正しさ」ではなく「誠実さ」です。ル

ールに従うだけで人の信頼は得られません。私た

ちが目指すべきは、マニュアルに沿うことだけで

なく、自ら考え、判断し、誠意をもって行動する人

間であることです。 

また、少し話題は変わりますが、「お客様は神様で

す」という言葉があります。私たちは長年この精神

のもと、顧客第一主義を大切にしてきました。しか

しながら、最近ではその思想が行き過ぎ、「カスタ

◆会長  都竹 太志  ◆幹事  井ノ下 雄志  ◆会報委員長 今井 哲也  ◆会報担当 三枝 祥一 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1400 回 

56 名 56 名 43 名 ----- 76.79％ 

前々回 

1398 回 
56 名 56 名 43 名 0 名 76.79％ 
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マーハラスメント」いわゆる“カスハラ”という

新たな社会問題も生まれています。 

お客様のご要望に誠実に応えることは大切ですが、

「何でも言うことを聞く」ことが誠意ではありま

せん。社員を守ることもまた、企業の責任です。誠

実な応対を通じてこそ、真の信頼関係が築かれ、健

全で持続可能な成長につながるのだと私は考えて

います。 

ロータリークラブのモットーに「超我の奉仕

（Service Above Self）」がありますが、これは

「自分を犠牲にして他人に尽くす」ことを意味し

ているわけではありません。自分も相手も大切に

しながら、バランスの取れた奉仕を志すことこそ

が、真の意味での“超我”なのではないでしょう

か。 

形式や言葉に流されず、その本質を問い続けるこ

と。私たち一人ひとりが「人としての誠実さ」を持

って行動していくことで、より良い社会、より信頼

される組織、そして本当に意味のある奉仕活動が

実現されていくと信じています。 

本日もどうぞ、良い一日をお過ごしください。 

 

●幹事報告     幹事 井ノ下 雄志 

◎ＲＩ本部より 

 ・ザ・ロータリアン誌 

 

◎国際ロータリー第 2630地区

ガバナー事務所より 

・2025-26年度地区大会のご案

内 

・2026 年台北国際大会のご案

内と登録方法 

・「ミヤンマー地震支援金および復興支援」への送

金完了報告 

 

○高山西ロータリークラブより 

・創立 60周年記念式典及び祝賀会のご案内 

日時：10月 5日（日）14：00～18：30 

会場：高山グリーンホテル 

・例会変更のお知らせ 

 8月 29日（金）⇒8月 30日(土)18：30～ 飛騨

天満神社 納涼例会 

 

＜活動計画書＞ 

・高山ＲＣ ・平塚湘南ＲＣ ・高山西ＲＣ 

 

 

 

 

 

●クラブアッセンブリー 

青少年奉仕部門担当理事および青少年奉仕
／ＩＡ委員会    委員長 益田 大輔 
青少年奉仕／インターアク

ト委員会 

委員長 益田大輔 

副委員長 小出貴博 

委員 大保木正博 西美紀 

高橋厚生 

継続事業である出前講座を

通して、ロータリアンならで

はの青少年育成に貢献すべく活動します。今年の

担当は日枝中学校と宮中学校です。日枝中学校は

先方の都合により 10月 2日木曜の１３時１５分か

ら１５時５分を予定しています。例年通り、体育館

での全体セレモニーの後、分科会形式で２クール

行い、集合して感想をシェアします。講師としての

ご参加・日程調整を宜しくお願いいたします。 

宮中学校は９月２９日月曜に介護連絡協議会さん

と合同で行います。ロータリーの例会日にあたる

ため、任意の参加の予定です。（委員長のみ出席予

定）無理のない調整をお願い致します。 

また、９月２２日の例会は M こころクリニックの

垣内無一院長に卓話を依頼し、こどものメンタル

ヘルスや医師会と教育委員会で今年度から取り組

んでいるこころの保健室事業についてお話頂きま

す。委員長が公務で不在なことも予想され、その際

は副委員長が指揮を執りますのでご協力お願いい

たします。 

会場監督 村井 繁喜（代読：井ノ下 雄志） 
高山中央ロータリークラブ令和 7 年度の会場監督

を務めさせて頂きます。村井です。 

本日は会場監督の基本方針・活動計画について報

告させて頂きます。 

前年度の監督でした高原龍士さんにも活動方針な

どお聞きしましたが、まだきちんと理解できてい

ない点もありご不便をおかけすることもあろうか

と思いますがよろしくお願い致します。 

前回開催時にお渡しいたしましたクラブ活動計画

書 35ページにも記載させて頂いておりますが基本

方針は 3点ございます。 

①クラブ活動が円滑開催できるような会場準備 

②年間においてすべての会員と交流できるテーブ

ル座席配置 

③100％出席例会が 8月 25日・10月 26日・5月 23

日と 3 回ありますがそちらの出席奨励を行いたい

と思います。 

活動計画では特に都竹会長が 100％出席例会を 3

回設けていらっしゃいます。 

100％出席例会の実現を後押しするために 8 月 25

日例会のみ単組例会であり日中開催ということも

あり食事を豪華にしたいと思います。来月には 8月
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25 日がやってきますので是非覚えて頂いてご出席

をお願いしたいと思いますしどうしても無理な場

合はメイクアップを行って頂きたいと思います。 

また今年新たに入会された小林幸平・上嶋貞之・杉

本哲也・水野義治（敬称略）のみなさんには会場監

督の一員として会場を設営していただきながらク

ラブルールと会員認知を行って頂きたいと思いま

す。 

私の他に委員 13名がいますが一緒に頑張っていき

ますのでよろしくお願い致します。 

参考：100％出席例会日 

8月 25日(月)岩本アシスタントガバナー来訪日 

10月 26日(日)濃飛グループインターシティ・ミー

ティング（濃飛グループ IM） 

5 月 23 日(土)高山中央ロータリー創立 35 周年記

念式典・祝賀会 

メンバー：和田良博・渡辺修治・西美紀・田中由泰・

角竹正至・直井宏文・井辺義直・西田智・大坪靖幸・

小林幸平・上嶋貞之・杉本哲也・水野義治 

クラブ管理部門担当理事及び高山中央未来
委員会  
委員長 堀口 裕之（代読：井ノ下 雄志） 
クラブ管理部門担当理事の堀口裕之です。

高山中央未来員会・友好クラブ交流委員会・
創立 35 周年実行委員会の運営管理とサポー
トを担当理事として行います。 
 高山中央未来委員会といたしましてはク
ラブ定款・細則を検討し、必要があれば見直
しを図ります。また中長期的な視点でクラブ
運営を考える中で年会費についての検討を
行いたいと考えております。会員のみなさま
にむけてアンケートを実施したいと考えて
おりますのでどうかよろしくお願いいたし
ます。 

友好クラブ交流委員会  
委員長 岩本 正樹 

 今年度友好クラブ交流委員

長をおおせつかりました岩本

です。 

副委員長に田中雅昭さん、委員

は伊藤正隆さんと上田和史さ

んで運営して参ります。 

基本方針は、双方の３５周年

記念祝賀行事において、友好ク

ラブとしての交流をより一層深めるとしました。 

活動計画として、平塚湘南ロータリークラブは２

月２２日、高山中央クラブは５月２３日に行われ

る創立３５周年記念式典にそれぞれ友好使節団を

派遣し合うにあたり、円滑な友好クラブの交流が

なされる様に配慮し、接待することを活動計画と

します。予算は交通費やお土産代として、友好クラ

ブ交流準備積立金から３０万円を計上させて頂い

ております。無駄遣いの無いように使わせて頂き

ますのでどうぞよろしくお願いいたします。以上

です。  

米山記念奨学委員会 委員長 田中 由泰 
ロータリー米山記念奨学会は、

勉学、研究を志して日本に在留

している外国人留学生に対し、

日本全国のロータリアン（ロー

タリークラブ会員）の寄付金を

財源として、奨学金を支給し支

援する民間の奨学団体です。 

ロータリー米山記念奨学会は、

将来母国と日本との懸け橋となって国際社会で活

躍する優秀な留学生を奨学することを目的として

います。優秀とは「（1）学業」に対する熱意や優秀

性はもちろんのこと、「（2）異文化理解（3）コミュ

ニケーション能力」への意欲や能力に優れている

点が含まれます。 

ロータリー米山奨学生は、ロータリークラブを通

して日本の文化、習慣などに触れ、社会参加と社会

貢献の意識を育て、将来ロータリーの理想とする

国際平和の創造と維持に貢献する人となることが

期待されます。 

 米山記念奨会のシンボルマークは重なり合うハ

ートとそれを支える手です。 

重なり合うハートは「ロータリアン」と「奨学生」

です。外国人留学生の支援・交流を通じて国を超え

た信頼関係を築き、世界の平和を願う”心” を育

てるという、事業創設の願いが込められています。

手は、そうした”心”を生み出すと同時に、当事業

がロータリアンの手で支えられていることを示し

ています。 

この理念を確認かつ実践の場として、10 月に米山

奨学生を招いて卓話をしていただき、我々の活動

の意義を再確認していただけたらと思います。 

職業奉仕部門担当理事及び職業奉仕委員会 
委員長 長瀬 栄二郎 

 今年度、職業奉仕委員会を担

当させていただきます長瀬で

す。 

どうぞよろしくお願い致し

ます。 

副委員長に清水幸平さん、委

員に三枝さん・足立さんにご一

緒いただき、事業に取り組んで

まいります。 

基本方針は、例年と同様、職業奉仕について会員

各位の理解を深めることをミッションとします。 

１２月８日を担当例会日としていただいており

ますので、この際に「自らの職業を通じて、いかに

職業奉仕に取り組むか」というタイトルで、数名の

会員さんより卓話をいただきたいと考えておりま
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す。どなたにお願いさせていただくか、これから熟

考のうえお声がけをさせていただきたいと思いま

す。 

例会予算はゼロとしております。 

本年度、どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

研修委員会  
委員長 中田 学（代読：長瀬 栄二郎） 

研修委員会、メンバーは、委員長：中田 学、副委

員長：大原 誠さん、委員：剱田広喜さん、中田専

太郎さん です。 

基本方針を、 ①クラブの新会員及び現会員の教

育と育成を通じて、クラブ運営能力を高め、クラブ

の発展に寄与する。②ＩＤＭを開催し、新会員のク

ラブへの理解とスキルアップに努める。 としま

す。    

活動計画としては、 

・新会員向けのクラブオリエンテーションとして、

ＩＤＭ（インフォーマル・ディスカッション・ミー

ティング）を基本方針に基づいて通年で開催しま

す。 

・ロータリークラブについて学ぶ例会を来年 3 月

9日に、企画・実施します。 

以上です。  

クラブ奉仕部門担当理事および親睦活動委
員会        委員長 高原 龍士 
今年度、クラブ奉仕担当理事及

び親睦活動委員長をやらせて

頂くことになりました、高原で

す。どうぞよろしくお願い致し

ます。 

会報/雑誌委員会、出席プログ

ラム委員会、ニコニコ委員会を

まとめるという担当理事をと

いうことなので各委員長との連結をしっかりと取

り、例会時のときには不備の無いように心がけて

運営していきたいと思います。 

あと、親睦活動委員長もかねてやらせて頂くこと

になりました。何分おとなしい性格なので盛り上

がるような設営ができるか不安ですがロータリー

メンバーの友情で温かいご指導とげばいた盛り上

がりなどで助けて頂けたら嬉しいです。 

精一杯頑張りますので１年間宜しくお願い致しま

す。 

会報／雑誌委員会 委員長  今井 哲也 
皆さんこんにちは。本年度会

報・雑誌委員会の委員長を務め

ます今井です。 

副委員長に水口さん、委員とし

て三枝さん、前越さん、西田さ

ん、中屋さんの 6名で運営いた

します。 

基本方針として、「クラブの例会または内外の情報、

各委員会の活動について、クラブ会報発行を遅延

なく行い、ロータリー活動の理解を深めるととも

に、会員相互のコミュニケーションの充実に努め

ます。」とさせていただきました。 

また、活動計画としては①各委員は当番制で例会

ごとに担当し、写真撮影・原稿作成を行いクラブ会

報を作成する。②「ロータリーの友」「ガバナー月

信」を読んで重要な記事を例会で紹介する。として

おります。 

一年間どうぞよろしくお願いします。 

出席／プログラム委員会  
委員長 角竹 正至 

今年度出席・プログラム委員長

を仰せつかりました角竹です。 

基本方針は、「例会出席率向上を

目指す～親睦・学び・成長 全て

は例会出席から～」ということ

で、都竹会長が目指す１００パ

ーセント例会の実現に向けて邁

進してまいりたいと思います。

どうぞ皆様のご協力をお願いいたします。 

活動計画といたしましては、例年の出席・プログラ

ム委員会同様 

・月間スケジュールボードの記入 

・例会出席報告と補正出席報告 

・優良出席会員の表彰 

の三つの担いに加えまして、 

・雫宮祭り例会の設営 

・各例会内での会員スピーチの実行 

がございます。どちらも都竹会長肝いりの事業で

ございますので、皆様のご協力をお願いいたしま

す。 

担当例会でございますが、自分でも把握しないう

ちに非常に多くなっておりまして、 

１０月２０日（月） IM実行委員会 

１１月１０日（月） 地区大会報告 

３月１５日 （日） 雫宮祭り例会   

３月３０日 （月） 会長エレクトの時間 

４月２０日 （月） 地区研修・協議会報告 

６月２２日 （月） 最終慰労例会 

なんと６回も担当させていただきます。 

初めての委員長ということで、わからないことだ

らけですが、皆様にご指導をいただきながら進め

てまいります。決して若いころに所属していた某

青年会議所時代の委員長の時のように熱くなりす

ぎて皆様にご迷惑がかからないように進めてまい

りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
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ニコニコＢＯＸ委員会 委員長 住 裕治 
2025-2026 年度のニコニコ BOX

委員会の委員長を努めます住

です。宜しくお願いします。事

業計画を発表させていただき

ます。本年度の基本方針は、「喜

びの共有」を通じて私たちの絆

を深め、「困難の分かち合い」を

通じて私達をより強くするこ

とにあります。共に成長し、心豊かなロータリーラ

イフを築くことを目指してまいります。 

また、例会での笑顔が地域を良い方向へと変える

力となるよう、小さな善意を 

積み重ね、大きな希望を育んでいく所存です。これ

らの基本方針に基づき、私たちは五つの活動計画

を策定いたしました。特に、会員の皆様のニコニコ

奉仕貢献度を適切に評価し、表彰することで、更な

る意欲の向上を図りたいと考えております。目標

金額として 70万円を設定しておりますが、これは

皆様の活発な活動と成果への期待の表れです。こ

の計画は、会員一人ひとりの個性と価値観を尊重

し、相互理解を深めることを重視しています。そし

て、何よりも会員の皆様が積極的にニコニコ活動

に参加し、その喜びを共有できるような一年とし

たいと考えております。この計画が実り多きもの

となりますよう、委員一同、精一杯努めてまいりま

すので、皆様のご理解とご協力を心よりお願い申

し上げます。 

会員基盤維持増強部門担当理事および会員
増強委員会    委員長 二木 公太郎 
会員維持増強委員会 委員長 

二木です。 

副委員長 下田さん 委員と

して中田専太郎さん・益田さ

んとなります。 

会員純増 5 名を目標として会

員増強に努める。 

会員同士が信頼関係を深め、

退会防止に努める。 

倶楽部が実施する奉仕活動への積極的な参加 

という３点を方針に一年間進めてまいります。 

例会は８月２５日となります。会員候補者リスト

の作成をいたしますので、現時点で理事会の承認

をいただいている方、昨年度オブザーブで参加し

ていただけた方を中心にリストを作成いたします。

その会員候補者リストをもとに、一年間会員増強

に努めてまいります。すでに７月４名の新入会員

を迎え、目標まであと一人ですが是非目標を超え

るような一年としていきたいと思います。委員会

メンバーでなくとも、会員増強はクラブとして今

後特に重点ポイントになります。 

一人一人が自分のことと捉えて動いていただける

ような一年になるように努めてまいります。 

公共イメージ／ＩＴ委員会  
委員長 水口 邦博 

今年度も、公共イメージ/IT 委

員会を担当させていただきま

す水口です。 

基本方針として、当クラブをよ

り多くの方々に、世代を問わず

認知していただけるよう、効果

的な広報活動を積極的に展開

してまいります。12 月 15 日の

担当例会では、私が今年度より地区の公共イメー

ジ委員として参加させていただく中で、地区の広

報活動などの情報を、当クラブの皆さんと共有で

きるような報告会を計画しております。 

また、来年 2月中旬頃には、恒例となりました、高

山３RC 合同による高山市民時報特集号掲載を実施

してまいります。 

一年間よろしくお願いいたします。 

奉仕プロジェクト部門担当理事および社会
奉仕委員会      委員長 中屋 出 
奉仕プロジェクト部門におい

ては、所属の 3委員会（社会奉

仕委員会・国際奉仕委員会・ロ

ータリー財団委員会）が連携

し、地域社会の発展に貢献す

ることを目指します。奉仕プ

ロジェクト部門の合同事業と

して、市内に広がり始めた子

ども食堂・子ども宅食がまだ一部の利用者にしか

知られていない実態調査や課題を抽出し、多世代

コミュニティ場としての可能性を探求し、認知し

ていただける活動を計画します。プロジェクト名

を「子ども食堂の認知を広げ、多世代コミュニティ

の形成」として、次のことを行います。 

1. 課題調査：子ども食堂の運営者に課題を聞

き取り調査する。 

2. 情報共有：調査結果を地域住民に共有し、

子ども食堂の意義を広める。 

3. 課題解決：行政やロータリー会員企業と連

携し、運営上の課題解決に取り組む。 

令和 7年 8月 18日例会で認定 NPO法人まちづくり

スポットのご担当者様から現状を伺い、子ども食

堂の視察や利用者へのヒアリングを通じて課題を

明確にします。 

また、子ども食堂の存在が市民に十分認知されて

いない現状を改善するため、各施設の特徴や場所

が分かるマップを作成し、周知活動を行います。さ

らに、異業種が集まるロータリー会員の強みを活

かし、地域全体で子どもや高齢者を支える優しい

まちづくりに貢献します。 

社会奉仕委員会の活動としまして、私が 2630地区
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奉仕プロジェクト部門の社会奉仕委員として地区

に出向していますので、令和 8 年 4 月の社会奉仕

委員会の担当例会で自ら卓話を予定しています。

その中で地区社会奉仕委員会の活動方針や子ども

食堂の情報、奉仕プロジェクト補助金の活用など

について説明をさせていただきます。 

また出向を通じて外部のロータリアンとの交流を

通じて親睦を深め、高山中央クラブに貢献できる

よう活動いたします。1年間よろしくお願いいたし

ます。 

ロータリー財団委員会  
委員長 井辺 義直 

ロータリー財団担当委員長を

拝命しました井辺です。 

11 月に地区ロータリー財団委

員会から講師をお呼びして、

例会を開催したいと考えてい

ます。新入会員の皆様は特に

ご参加して頂けますようお願

いいたします。また、雫宮祭に

て、ポリオ根絶募金をいたします。皆様のご協力を

お願いいたします。 

創立３５周年実行委員会  
委員長 周 信夫 

・令和 7 年８月３０日～31 日 

家族同伴大阪万博旅行 

思い出に残る旅行を通じて会

員、家族同士の絆を深める 

・令和 7 年１１月２９日「未来

の自分へ」出前講座を聴いて 

中学生スピーチコンテスト 

キヤリア教育としてクラブが始

めた出前講座について生徒達はどう感じたのだろ

うか生の声を聴きたく各中学生代表によるスピー

チコンテストの開催 

・令和８年５月２３日 創立３５周年記念式典・祝

賀会 

皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 
国際奉仕委員会    委員長 周 信夫 
多文化共生理解のため高山市で外国人就労者を雇

用する立場の会員と就労されている立場の外国人

の方にスピーチを頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今日はよろしくお願いします。 

岐阜南ＲＣ 佐藤 友弘 様 

 

岐阜南ＲＣの佐藤友弘様のご来訪を心から歓迎 

申し上げます。高山は涼しさを期待された事と 

思いますが御覧の通り灼熱地獄です。ぜひ、朝 5 

時のすばらしい涼しさを体験して行って下さい。 

大保木 正博 

 

来週 8月 4日のゴルフに参加される皆様、暑い 

中ですがよろしくお願いします。 今井 哲也 

 

ゴルフ不参加になりましたので参加費を。  

剱田 廣喜 

 

今年の異常な暑さは何も良い事がないと思って 

いました。しかし私に一つだけ良い事が起こり 

ました。痩せたのです。1㎏当たり千円に換算し

てニコニコへ。         山本 辰男 

 

今日は２０年来の友人が宮城県で宿泊施設を開 

業するため、オープンレセプションに行って来 

ますので欠席となります。クラブアッセンブリ 

ーは代読、理事会は欠席となり申し訳ありませ 

ん。来週の納涼例会は参加しますのでよろしく 

お願いします。         村井 繁喜 

 

山本さん、初めての任務頑張って下さい。  

中田 專太郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコ BOX＞ 


